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三
百
余
名
が
参
列

本
学
の
創
立
一
〇
四
周
年
記
念
式
典
は
、
六
月
一
日
の
創
立
記
念
日

に
東
京
富
士
見
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。
姉
妹
校
で
あ
る
カ
ナ
ダ
・

ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
Ｄ
・
Ｍ
・
ブ
ル
ー
ネ
ッ
ト
教
授

へ
の
本
学
名
誉
博
士
号
授
与
式
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。

　

日
本
歯
科
大
学
創
立
一
〇
四

周
年
記
念
式
典
は
、
六
月
一
日
、

来
賓
、
教
職
員
、
卒
業
生
、
学

生
等
三
百
余
名
が
参
列
し
て
、

生
命
歯
学
部
富
士
見
ホ
ー
ル

に
お
い
て
挙
式
さ
れ
た
。

　

定
刻
午
前
十
時
三
十
分
、

鈴
木
洋
一
庶
務
部
長
が
開
式

を
宣
し
、
筑
土
神
社
祭
司
が

神
事
を
執
り
行
っ
た
。

　

祝
詞
の
中
で
本
学
の
沿
革

が
朗
々
と
奏
上
さ
れ
た
の
ち
、

玉
串
奉
奠
に
移
り
、
中
原
泉

理
事
長
・
学
長
が
ホ
ー
ル
壇

上
に
設
け
ら
れ
た
神
前
に
進

み
出
て
、
玉
串
を
奉
奠
し
参

列
者
は
二
礼
二
拍
手
一
礼
を

も
っ
て
同
拝
し
た
。

　

参
列
者
を
代
表
し
て
、
中

原
レ
チ
子
、
小
倉
英
夫
、
住

友
雅
人
、
光
安
一
夫
各
理
事

が
お
の
お
の
玉
串
を
捧
げ
た
。

　

神
職
の
退
場
の
あ
と
、
中

原
理
事
長
は
挨
拶
に
た
ち
、

「
ピ
ー
ク
時
に
二
百
五
万
人

だ
っ
た
十
八
歳
人
口
が
現
在

百
二
十
万
ま
で
減
少
し
た
。

そ
れ
は
十
年
前
か
ら
分
か
っ

て
い
た
こ
と
で
、
私
は
学
内

外
で
警
鐘
を
乱
打
し
た
つ
も

り
だ
。

　

本
学
で
は
二
〇
〇
〇
年
か

ら
東
京
を
中
心
と
し
た
再
整

備
計
画
に
着
手
し
、
教
育
・

研
究
・
診
療
環
境
の
整
備
を

行
っ
た
。
五
年
か
か
っ
て
、

百
周
年
の
年
に
完
了
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
年
ほ
ど
た
っ

て
、
十
八
歳
人
口
減
少
の
波

が
歯
科
界
に
も
押
し
寄
せ
て

き
た
。
段
階
的
に
減
少
す
る

と
思
っ
て
い
た
が
、
昨
年
は

私
立
十
七
校
の
う
ち
六
校
が

入
学
定
員
割
れ
し
、
歯
科
大

学
や
歯
科
医
師
会
の
関
係
者

は
大
変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

　

今
年
は
さ
ら
に
大
波
が
寄

せ
、
入
学
定
員
割
れ
が
十
一

校
、
充
足
さ
れ
た
の
は
わ
ず

か
六
校
と
な
り
二
極
化
が

顕
著
に
な
っ
た
。
歯
学
部
が

潰
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
神

話
に
す
ぎ
な
い
。
日
本
歯
科

大
学
は
昨
年
大
波
が
来
た
時

点
で
、
考
え
う
る
対
策
を
東

京
、
新
潟
で
そ
れ
ぞ
れ
立
て

て
現
在
実
行
し
て
い
る
。

　

あ
と
五
年
間
ぐ
ら
い
は
、

こ
う
い
う
大
波
が
ど
ん
ど
ん

寄
せ
て
き
て
二
極
化
が
さ
ら

に
広
ま
る
の
か
、
あ
る
い

は
状
況
が
変
わ
る
の
か
、
先

行
き
を
見
透
し
て
、
す
ぐ
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
大
変
厳
し
い
状
況

な
の
で
、
サ
ー
フ
ィ
ン
の
よ

う
に
鮮
や
か
に
は
い
か
な
い

が
、
こ
の
四
、
五
年
を
乗
り

越
え
れ
ば
、
日
本
歯
科
大
学

は
安
泰
だ
ろ
う
と
信
じ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

光
安
一
夫
校
友
会
会
長

は
、
「
今
年
の
入
学
生
は
全

体
で
約
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
が

女
性
だ
っ
た
。
将
来
的
に
女

性
の
組
織
率
を
い
か
に
あ
げ

て
い
く
か
が
、
校
友
会
の
課

題
と
な
る
。
彼
女
ら
が
こ
れ

か
ら
卒
業
し
て
歯
科
医
療
に

携
わ
っ
て
い
く
と
き
に
、
何

が
障
害
と
な
っ
て
校
友
会
と

縁
が
切
れ
て
し
ま
う
の
か
、

を
把
握
を
し
な
い
と
組
織
率

が
次
第
に
低
下
し
て
い
く
。

　

校
友
会
で
は
女
性
の
卒
業

生
に
対
し
て
生
活
環
境
を
調

査
し
た
が
、
女
性
の
先
生
方

に
も
参
画
し
て
も
ら
っ
て
、

将
来
の
た
め
の
検
討
会
を
立

ち
上
げ
た
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

つ
づ
い
て
、
佐
藤
田
鶴
子

大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科
長

が
、
大
学
院
が
創
立
五
十
周

年
を
迎
え
て
謝
辞
を
述
べ
た

（
要
旨
・
二
面
）。

　

記
念
式
典
か
ら
名
誉
博
士

号
授
与
式
に
移
り
、
中
原
学

長
は
、「
Ｄ
・
Ｍ
・
ブ
ル
ー

ネ
ッ
ト
教
授
は
、
名
著
『
ク

リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ―

Ｅ
Ｂ
Ｍ
に
基
づ
く
思
考
法
』

の
著
者
で
あ
り
、
同
書
は
Ｕ

Ｂ
Ｃ
で
臨
床
教
授
を
務
め
ら

れ
た
親
友
の
八
重
垣
教
授
が

ク
イ
ン
テ
ッ
セ
ン
ス
か
ら
昨

年
翻
訳
を
出
版
し
た
。
昨
年

度
に
第
十
三
号
の
名
誉
博
士

号
を
授
与
す
る
予
定
だ
っ
た

が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
た
め
に
本
年
に
延
期
と

な
っ
た
」
と
述
べ
、
名
誉
博

士
号
の
学
位
記
が
同
教
授
に

授
与
さ
れ
た
。

　

つ
い
で
、
八
重
垣
健
教
授

（
生
命
歯
学
部
衛
生
学
講
座
）

の
通
訳
に
よ
り
、
ブ
ル
ー

ネ

ッ

ト

名

誉

博

士

は
、

「
口
腔
保
健
の
た
め
の
姉

妹
校
連
合
Ｉ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｈ
で

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、

『Odontology

』
を
発
行
し

て
い
る
日
本
歯
科
大
学
か
ら

名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た

の
は
、
私
の
大
い
な
る
誇
り

で
あ
る
。

　

ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
（
Ｕ
Ｂ
Ｃ
）
と
日
本

歯
科
大
学
（
Ｎ
Ｄ
Ｕ
）
の
間

に
は
、
研
究
面
・
教
育
面
で

多
く
の
可
能
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
あ
る
。
研
究
や
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
原
則
は
、
お
互

い
の
強
み
を
い
か
し
て
両
者

が
強
く
成
長
す
る
こ
と
だ
。

　

日
本
歯
科
大
学
と
Ｕ
Ｂ
Ｃ

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
何

が
成
功
に
導
く
か
と
い
え

ば
、
そ
れ
は
長
年
培
わ
れ
た

友
情
で
あ
る
。
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｒ
開

催
時
に
行
わ
れ
る
Ｎ
Ｄ
Ｕ
主

催
の
Ｉ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｈ
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
出
席
す
れ
ば
、
友

情
の
実
際
を
目
の
当
た
り
に

す
る
。
Ｕ
Ｂ
Ｃ
と
日
本
歯
科

大
学
の
関
係
は
、
現
在
の
学

生
交
換
か
ら
研
究
教
育
で
の

現
実
的
な
協
力
に
拡
大
で
き

る
だ
ろ
う
」
と
挨
拶
し
た
。

　

次
に
、
永
年
勤
続
者
表
彰

に
移
り
、
三
十
年
勤
続
者
と

二
十
年
勤
続
者
が
壇
上
に
あ

が
り
、
代
表
者
が
中
原
理
事

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を

手
渡
さ
れ
た
。

　

表
彰
者
を
代
表
し
て
下
村

浩
巳
教
授
（
新
潟
生
命
歯
学

部
生
化
学
講
座
）
が
「
こ
の

三
十
年
、
二
十
年
の
間
の

科
学
の
変
化
は
大
変
激
し
い

も
の
が
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
の
発
展

に
よ
り
世
界
的
な
情
報
が
瞬

時
の
う
ち
に
分
か
る
時
代
に

な
り
、
世
界
的
な
文
献
が
自

分
の
席
で
も
読
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
私
が
専
門
と
す
る

分
子
生
命
化
学
の
分
野
で
は

遺
伝
子
解
析
が
進
み
、
遺
伝

子
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
の
誕
生
を
み
て
い
る
。

私
た
ち
も
激
し
い
変
化
の
中

で
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に

努
め
、
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
れ

は
、
大
学
が
相
当
の
設
備
を

適
宜
完
備
し
て
く
れ
た
か
ら

だ
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

終
わ
り
に
、
附
属
病
院
小

児
歯
科
・
隅
田
百
登
子
講
師

の
リ
ー
ド
で
校
歌
を
斉
唱

し
、
午
前
十
一
時
三
十
分
に

閉
式
し
た
。

�小
松
先
生
（
秋
田
）

�

医
療
功
労
賞
受
賞

　

秋
田
県
由
利
本
荘
市
の
小

松
義
典
先
生
（
第
六
十
四
回

卒
）
は
、
こ
の
た
び
医
療
功

労
賞
を
受
賞
し
た
。

　

読
売
新
聞
社
主
催
、
厚
生

労
働
省
後
援
の
同
賞
は
、
困

難
な
医
療
環
境
に
あ
っ
て
、

地
域
の
医
療
向
上
に
寄
与

し
た
医
療
従
事
者
な
ど
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
、
今
回
で

三
十
八
回
目
と
な
る
。

　

小
松
先
生
の
永
年
に
わ
た

る
地
域
に
お
け
る
歯
科
医
療

活
動
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
、
三
月
十
五
日

に
東
京
・
帝
国
ホ
テ
ル
で
授

賞
式
が
行
わ
れ
た
。

�松
野
准
教
授
グ
ル
ー
プ

�

抗
加
齢
医
学
会
２
年
連
続
受
賞

　

六
月
に
京
都
国
際
会
議
場

で
開
催
さ
れ
た
第
十
回
日
本

抗
加
齢
医
学
会
総
会
に
お
い

て
、生
命
歯
学
部
口
腔
外
科
学

講
座
の
松
野
智
宣
准
教
授
を

中
心
と
し
た
研
究
グ
ル
ー
プ

が
、加
齢
に
伴
う
口
腔
乾
燥
と

酸
化
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
演

題
で
優
秀
演
題
賞
を
受
賞
し

た
。こ
れ
は
昨
年
の
研
究
奨
励

賞
に
続
き
二
年
連
続
と
な
る
。

　

同
学
会
は
抗
加
齢
医
学
の

理
論
と
実
践
を
目
的
と
し
た
学

際
的
な
学
会
で
、六
千
三
百
人

以
上
の
会
員
を
有
し
、歯
科
医

師
は
内
科
医
に
つ
ぐ
会
員
数
で

あ
る
。二
百
以
上
の
一
般
口
演
の

中
か
ら
優
秀
演
題
に
選
出
さ
れ

た
の
は
二
十
四
題
で
、
歯
科
か

ら
受
賞
し
た
の
は
松
野
准
教
授

ら
の
発
表
の
み
で
あ
っ
た
。

下
岡
教
授
（
新
潟

小
児

）
最
終
記
念
講
義

　

本
学
新
潟
生
命
歯
学
部
小
児
歯
科
学
講
座

の
下
岡
正
八
教
授
の
最
終
記
念
講
義
が
、
七

月
五
日
午
後
五
時
か
ら
ア
イ
ヴ
イ
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
演
題
は
「
人
間
は
知
覚
の
前

提
を
何
に
置
い
て
い
る
か
？
」
で
、
多
く
の

教
職
員
、
大
学
院
生
、
学
生
、
同
門
会
等
の

関
係
者
が
聴
講
し
た
。

　

下
岡
教
授
は
昭
和
四
十
年
本
学
卒
業

（
第
五
十
四
回
卒
）、
大
学
院
修
了
後
、

五
十
二
年
六
月
よ
り
新
潟
歯
学
部
小
児
歯
科

学
講
座
教
授
と
し
て
同
講
座
を
主
宰
し
た
。

　

昭
和
六
十
二
年
に
は
、「
心
身
障
害
児
歯

科
診
療
に
関
す
る
教
育
実
践
と
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
の
業
績
に
よ
り
、
附

属
病
院
障
害
児
セ
ン
タ
ー
を
代
表
し
て
新
潟

日
報
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。
平
成
二
十
年
に

日
本
歯
科
医
学
会
長
賞
受
賞
。
新
潟
歯
学
部

附
属
病
院
長
や
日
本
小
児
歯
科
学
会
理
事
長

な
ど
を
歴
任
し
、
平
成
二
十
年
八
月
か
ら

新
潟
短
期
大
学
学
長
を
務
め
る
。

創立記念式典で挨拶する中原理事長・学長

名誉博士の学位記を受けるブルーネット教授

花束を手に教室員に囲まれる下岡教授
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大学院生命歯学研究科長　佐藤 田鶴子（生命歯学部口腔外科学講座教授）

日
本
歯
科
大
学
大
学
院
は
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
開
設
し
、
本
年
で

創
立
五
十
周
年
を
迎
え
た
。
東
京
・
新
潟
の
両
研
究
科
を
代
表
し
て
、
佐
藤
大

学
院
生
命
歯
学
研
究
科
長
が
六
月
一
日
の
創
立
記
念
式
典
で
謝
辞
を
述
べ
た
。

大学院創立50年を迎えて

　

若
葉
も
美
し
い
六
月
一
日

の
今
日
、
本
学
創
立
一
〇
四

周
年
を
祝
う
た
め
に
こ
の
会

場
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た

皆
様
に
、
本
学
大
学
院
開
講

五
十
周
年
の
祝
辞
を
、
大
学

院
研
究
科
を
代
表
し
て
述
べ

さ
せ
て
頂
く
光
栄
は
ま
こ
と

に
身
に
余
る
次
第
で
あ
る
。

　

さ
て
、
今
年
、
日
本
歯
科

大
学
大
学
院
は
創
立
五
十
周

年
と
い
う
記
念
す
べ
き
時
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
振

り
返
る
と
、
ま
さ
に
半
世

紀
、
一
九
六
〇
年
四
月
一
日

に
、
こ
こ
富
士
見
の
地
に
日

本
歯
科
大
学
大
学
院
が
開
設

さ
れ
、
次
い
で
、
三
十
年
後

の
一
九
九
〇
年
に
は
、
新
潟

歯
学
部
に
研
究
科
が
増
設
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
本
年

は
記
念
す
べ
き
年
な
の
で
、

本
学
で
は
三
十
周
年
次
に
発

刊
し
た
と
同
じ
よ
う
に
『
開

設
五
十
周
年
記
念
誌
』
の
発

刊
準
備
に
と
り
か
か
っ
て

い
る
。

　

本
日
現
在
、
こ
の
五
十

年
間
に
、
東
京
、
新
潟
合

わ

せ
、

甲

九

七

三

名
、

乙

一
、
四

七

二

名
、

計

二
、
四
四
五
名
の
方
が
博

士

号

を

取

得

さ

れ

た
。

二
千
四
百
余
の
多
く
の
方
々

が
歯
学
博
士
号
を
本
大
学
院

に
お
い
て
取
得
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
は
、
本
学
の
ま
さ
に

貴
重
な
基
礎
・
臨
床
研
究
が

連
綿
と
続
け
ら
れ
、
か
つ
ま

た
将
来
へ
と
繋
ぐ
多
く
の
斬

新
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ

こ
に
、
本
大
学
院
に
係
わ
ら

れ
た
先
人
の
ご
努
力
に
対

し
、
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し

あ
げ
る
。
大
学
と
し
て
は
、

優
秀
な
歯
科
学
生
の
養
成
は

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
大
学

院
は
優
れ
た
研
究
の
場
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

近
年
で
は
、
本
学
単
一
で

の
研
究
ば
か
り
で
は
な
く
、

再
生
医
学
の
最
先
端
で
あ
る

京
都
大
学
再
生
医
科
学
研
究

所
な
ど
と
の
共
同
研
究
を
は

じ
め
、
他
大
学
の
工
学
部
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究

も
進
め
ら
れ
、
医
歯
工
連
携

の
共
同
体
制
に
よ
る
再
生
歯

学
の
研
究
も
実
行
さ
れ
て
お

り
、
研
究
の
領
域
を
学
際
分

野
に
拡
げ
て
い
る
こ
と
は
、

す
で
に
皆
様
ご
承
知
の
こ
と

と
思
う
。
一
方
、
生
命
歯
学

研
究
科
で
は
、
来
年
度
か

ら
、
附
属
病
院
で
の
臨
床
研

究
を
活
か
し
、
歯
科
臨
床
系

専
攻
で
は
、
専
門
医
・
認
定

医
コ
ー
ス
に
進
む
こ
と
の
で

き
る
審
美
歯
科
を
含
め
た
奈

良
陽
一
郎
教
授
の
下
で
の

「
歯
科
硬
組
織
修
復
学
」

と
、
摂
食
・
嚥
下
・
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し

た
菊
谷
武
教
授
の
下
で
の

「
臨
床
口
腔
機
能
学
」
の
二

専
攻
科
を
新
設
し
、
ま
た
、

歯
科
基
礎
系
専
攻
に
も
新
た

に
中
原
貴
教
授
の
下
で
の

「
発
生
・
再
生
医
科
学
」
の

一
専
攻
科
を
増
設
す
る
こ
と

に
よ
り
、
大
学
院
活
動
の
一

層
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
大
学
院
生
の
初

年
度
教
育
の
面
で
も
大
学
院

☆
三
十
年
勤
続
表
彰

（
生
命
歯
学
部
）

鈴
木
洋
一
（
庶
務
部
）

（
附
属
病
院
）

後
藤
尚
昭
（
矯
正
歯
科
）

中
村
仁
也
（
麻
酔
管
理
）

荒
井
千
明
（
臨
床
検
査
）

富
永　

毅
（
技
工
室
）

（
東
京
短
期
大
学
）

山
口
佳
男
（
技
工
学
科
）

佐
藤　

勉
（
衛
生
学
科
）

合
場
千
佳
子
（
衛
生
学
科
）

（
新
潟
生
命
歯
学
部
）

下
村
浩
巳
（
生
化
学
）

柴
崎
浩
一
（
内
科
学
）

桑
島
治
博
（
薬
理
学
）

和
久
井
秀
子
（
解
剖
学
１
）

若
槻
紀
寿
（
院
務
部
）

（
新
潟
病
院
）

山
口　

晃
（
口
腔
外
科
）

横
山
凉
子
（
看
護
科
）

三
富
純
子
（
衛
生
科
）

☆
二
十
年
勤
続
表
彰

（
生
命
歯
学
部
）

志
賀　

博
（
補
綴
学
１
）

武
田　

守
（
生
理
学
）

（
附
属
病
院
）

菊
谷　

武
（
総
合
診
療
科
１
）

北
村
和
夫
（
総
合
診
療
科
１
）

内
川
喜
盛
（
小
児
歯
科
）

須
藤
ツ
ヤ
子
（
看
護
科
）

奥　

美
和
子
（
衛
生
士
室
）

（
東
京
短
期
大
学
）

斉
藤
勝
紀
（
技
工
学
科
）

鈴
木　

恵
（
衛
生
学
科
）

（
新
潟
生
命
歯
学
部
）

葛
城
啓
彰
（
微
生
物
学
）

吉
田　

満
（
矯
正
学
）

荒
木
宣
行
（
院
務
部
）

三
ケ
月
努
（
用
度
営
繕
部
）

山
田
博
美
（
内
科
学
）

（
新
潟
病
院
）

森　

裕
子
（
看
護
科
）

丸
山　

完
（
技
工
科
）

創
設
以
来
の
変
革
を
行
い
、

大
学
院
で
の
研
究
の
基
礎
に

必
要
な
「
医
療
法
規
」
や

「
臨
床
遺
伝
学
」
な
ど
を
は

じ
め
、
幾
つ
か
の
副
科
目
な

ら
び
に
選
択
科
目
を
充
実
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
大
学
院
の
研
究
・
教

育
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
努

力
が
、
今
、
生
命
歯
学
研
究

科
な
ら
び
に
新
潟
生
命
歯
学

研
究
科
双
方
の
大
学
院
研
究

科
委
員
の
力
を
結
集
し
て
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
芸
術
や
文
化
に

は
、
「
珠
玉
の
作
品
」
と
い

う
表
現
が
あ
る
が
、
美
し
く

す
ば
ら
し
い
芸
術
作
品
が
作

製
さ
れ
、
そ
の
作
品
の
中
に

こ
め
ら
れ
た
魂
が
、
き
ら
り

と
輝
く
も
の
を
さ
し
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
大
事
な
も

の
を
手
に
す
る
こ
と
を
「
掌

中
の
珠
」
と
い
い
、
手
の
ひ

ら
の
中
で
大
切
に
あ
た
た
め

ら
れ
、
磨
き
抜
か
れ
る
よ
う

に
し
て
出
来
上
が
る
。

　

私
ど
も
大
学
院
関
係
者

は
芸
術
作
品
こ
そ
作
ら
な
い

が
、
こ
の
手
を
以
て
、
優
れ
た

研
究
を
磨
き
上
げ
て
い
る
。

本
大
学
院
で
は
、
心
を
こ
め

て
こ
れ
か
ら
の
歯
科
界
に
役

立
つ
珠
玉
を
研
き
続
け
て
行

く
所
存
だ
。
今
後
と
も
、
関

係
諸
氏
を
は
じ
め
、
周
辺
の

皆
様
の
暖
か
い
サ
ポ
ー
ト
を

頂
き
、
優
れ
た
大
学
院
研
究

科
に
成
長
し
、
や
が
て
迎
え

る
大
学
院
研
究
科
百
周
年
に

む
け
、
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い

大
学
院
と
し
て
飛
躍
す
る
こ

と
を
祈
念
し
て
い
る
。

客
員
教
員

�
Dr.

沈　

頡　

飛

客
員
講
師
を
委
嘱
す
る
（
新

潟
生
命
歯
学
部
歯
科
理
工
学

講
座
・
歯
周
病
学
講
座
）

�

平
成
二
十
二
年
三
月
十
日

（
生
命
歯
学
部
）

医
学
博
士�

佐
藤　

喜
宣

客
員
教
授
を
委
嘱
す
る
（
歯

科
法
医
学
セ
ン
タ
ー
）

歯
学
博
士�
北
村　

中
也

�
Pr.D.M.Brunette

客
員
教
授
を
委
嘱
す
る
（
衛

生
学
講
座
）

医
学
博
士�

上
田　
　

実

歯
学
博
士�

花
田　

信
弘

客
員
教
授
を
委
嘱
す
る
（
歯

周
病
学
講
座
）

工
学
博
士�

中
林　

宣
男

客
員
教
授
を
委
嘱
す
る
（
歯

科
補
綴
学
第
２
講
座
）

工
学
博
士�

伊
藤　

敦
夫

薬
学
博
士�

大
野　

忠
夫

農
学
博
士�

鈴
木　

哲
朗

工
学
博
士　

博
士（
医
学
）�

田
畑　

泰
彦

博
士（
薬
学
）

客
員
教
授
を
委
嘱
す
る
（
口

腔
外
科
学
講
座
）

医
学
博
士�

中
村　

達
雄

客
員
教
授
を
委
嘱
す
る
（
歯

科
麻
酔
学
講
座
）

医
学
博
士�

石
川
富
士
郎

�
Dr.

Ｔ
．
Ｊ
．
青
葉

客
員
教
授
を
委
嘱
す
る
（
歯

科
矯
正
学
講
座
）

歯
学
博
士�

小
口　

春
久

客
員
教
授
を
委
嘱
す
る
（
小

児
歯
科
学
講
座
）

歯
学
博
士�

岩
久　

正
明

医
学
博
士�

石
川　
　

博

歯
学
博
士�

江
藤　

一
洋

客
員
教
授
を
委
嘱
す
る
（
共

同
利
用
研
究
セ
ン
タ
ー
）

医
学
博
士�

橋
本　

尚
詞

客
員
准
教
授
を
委
嘱
す
る

（
共
同
利
用
研
究
セ
ン
タ
ー
）

博
士（
医
学
）�
立
花　

利
公

客
員
講
師
を
委
嘱
す
る
（
共

同
利
用
研
究
セ
ン
タ
ー
）

経
済
学
修
士�

隈
部
ま
ち
子

客
員
准
教
授
を
委
嘱
す
る

（
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
）

（
附
属
病
院
）

医
学
博
士�

齋
藤　

宣
彦

客
員
教
授
を
委
嘱
す
る
（
内

科
）

歯
学
博
士�

岡
部　

貞
夫

客
員
教
授
を
委
嘱
す
る
（
口

腔
外
科
）

（
新
潟
生
命
歯
学
部
）

医
学
博
士�

熊
木　

克
治

客
員
教
授
を
委
嘱
す
る
（
解

剖
学
第
１
講
座
）

�Dr.Andreas�H.Valentin

客
員
教
授
を
委
嘱
す
る
（
歯

科
補
綴
学
第
２
講
座
）

�Dr.Karl-Ludwig�Ackermann

客
員
教
授
を
委
嘱
す
る
（
歯

科
補
綴
学
第
２
講
座
）

歯
学
博
士�

西
巻�

明
彦

客
員
教
授
を
委
嘱
す
る
（
医

の
博
物
館
）

�
Dr.�

山
内　

淳
一

客
員
講
師
を
委
嘱
す
る
（
歯

科
保
存
学
第
２
講
座
）

�

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

�

本　

学

辞　
　

令

理
学
博
士�

遠
藤　

敬
和

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す
る

客
員
教
授�

岡
部　

貞
夫

口
腔
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
長
併
任

を
命
ず
る
（
附
属
病
院
口
腔

外
科
）

�

平
成
二
十
二
年
五
月
一
日

�

松
田　

一
如

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す
る

教　
　

授　

�

中
原　
　

貴

博
士（
学
術
）

大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科
の

担
当
を
命
ず
る
（
発
生
・
再

生
医
科
学
）（
生
命
歯
学
部

発
生
・
再
生
医
科
学
）

教　
　

授　

�

奈
良
陽
一
郎

歯
学
博
士

大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科
の

担
当
を
命
ず
る
（
歯
科
硬
組

織
修
復
学
）（
生
命
歯
学
部

歯
科
保
存
学
講
座
）

教　
　

授�

菊
谷　
　

武

博
士（
歯
学
）

大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科
の

担
当
を
命
ず
る
（
臨
床
口
腔

機
能
学
）（
附
属
病
院
総
合

診
療
科
１
）

講　
　

師�

松
岡　

孝
典

生
物
学
に
配
置
換
を
命
ず
る

（
生
命
歯
学
部
解
剖
学
第
二

講
座
）

准

教

授�

岡
田　

康
男

博
士（
歯
学
）

教
授
に
任
命
す
る
（
新
潟
生

命
歯
学
部
病
理
学
講
座
）

略
歴
・
昭
和
58
年
３
月
富
山

大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
卒

業
、
平
成
２
年
３
月
本
学
卒

業
（
第
79
回
卒
）、
６
年
３

月
大
学
院
新
潟
歯
学
研
究
科

修
了
。
７
年
８
月
口
腔
外
科

学
第
二
講
座
助
手
、
14
年
講

師
を
経
て
17
年
４
月
助
教
授

に
就
任
。
18
年
４
月
病
理
学

講
座
に
配
置
換
。

講　
　

師�

柬
理　

賴
亮

助　
　

教�

大
窪　

泰
弘

新
潟
病
院
臨
床
検
査
室
併
任

を
命
ず
る
（
新
潟
生
命
歯
学

部
病
理
学
講
座
）

�

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

�

本　

学

西
村
正
美
先
生(

78
回)

当
選
参
院
選

比
例
区

　

本
学
第
七
十
八
回
卒
業
の
西
村
正
美
先

生
（
東
京
・
中
野
区
）
は
、
七
月
十
一
日

に
実
施
さ
れ
た
第
二
十
二
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
に
お
い
て
、
十
万
票
を
超
え

る
得
票
数
で
初
当
選
し
た
。

　

西
村
先
生
は
昭
和
三
十
八
年
生
ま
れ
の

四
十
六
歳
。日
本
歯
科
大
学
歯

学
部
を
平
成
元
年
に
卒
業
し
、

同
八
年
、東
京
都
中
野
区
に
ま

さ
み
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

開
設
。中
野
区
歯
科
医
師
会
理

事
、
東
京
都
国
保
審
査
委
員

な
ど
を
務
め
、日
本
歯
科
医
師

連
盟
の
支
援
を
得
て
、民
主
党

か
ら
立
候
補
し
て
い
た
。

佐藤研究科長「心をこめて、
これからの歯科医療に役立つ
珠玉を磨いていきたい…」

30年・20年表彰を受ける永年勤続者
（６月１日・生命歯学部富士見ホール）


